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1．はじめに 

頻発する水害の抑制などを目的として，国土交通省

では「ダム再生ビジョン（H29）」1）や「ダム再生ガイ

ドライン（H30）」2）をとりまとめるなど，既設ダムを

運用しつつ改造や運用変更等を行う「ダム再生」を推

進している．ダム再生のうち堤体の嵩上げをはじめと

したダム本体の改造を伴う場合には，基礎岩盤の強度

や透水性などについて再評価が必要となる．再評価に

際しては，既設ダム堤体下の基礎岩盤の性状や既存ダ

ムの構造等の情報を得るため，既存ダム建設時の資料

が収集・活用されている．しかし，ダム再生事業にお

ける地質調査・解析手法の概略的な資料は存在する

3）,4）,5）ものの，既存資料の活用方法について具体的に

記された資料はない．ダム再生事業を実施するにあた

り，基礎岩盤の再評価にどのような既存資料が利用さ

れているか整理されていると，今後の検討において有

用な資料になると考えられる。 

そこで，本発表ではダム再生事業の事例を基に，地

質解析等に利用されている既存資料（写真，図面等）

と，既存資料が収められていた文献等（報告書，工事

誌等）の整理結果を報告する．  

 

2．事例の収集 

2.1 事例の収集方法 

ダム再生事業における既存資料の利用状況を具体

的に把握するため，事例の収集を行った。事例収集は，

比較的資料が入手しやすい直轄ダム（国土交通省・水

資源機構管理）と補助ダム（都道府県管理）を対象と

して，既存ダムの改造を伴うダム（嵩上げ・放流管増

設・ゲートレス化・洪水吐きの改造等）かつダム再生

事業中あるいは 2000 年以降にダム再生が完了したダ

ムを対象とした。 

 また，既存資料の有無や利用状況を資料から読み取

れない事例に関しては，収集対象から除外した． 

 

2.2 収集結果 

上記の条件から抽出された事例は計 17 事例あり，

このうち 16 事例が重力式コンクリートダム（複合型

式を含む）である（表－1）．また，11 事例が嵩上げを

伴うダム再生となっている． 

 

3. 事例の整理 

3.1 整理方法 

 収集した事例の基礎岩盤の評価資料に利用されてい

る既存資料を抽出し，既存資料が掲載されていた文献

等を整理した． 

 

3.2 整理結果 

（1）地質解析に利用した既存資料 

 収集した事例において，地質解析に利用されている

既存資料は表－2 のように分類できる． 

（2）利用した資料が収められていた文献等 

収集した事例において，利用した既存資料が収めら

れている文献等は表－3 のように分類できる． 

表－1 収集事例の形式とダム再生の様式 

 

嵩上げ
堤内放流
管の増設

ゲートレス
化

洪水吐き
の増設・改
造

No.1 G ○

No.2 G ○ ○

No.3 G ○

No.4 G ○

No.5 G ○

No.6 G ○ ○

No.7 G ○

No.8 G ○

No.9 G ○ ○

No.10 G ○ ○

No.11 G ○ ○

No.12 G+R ○

No.13 G ○ ○

No.14 G ○

No.15 G ○

No.16 G ○

No.17 E ○ ○

ダム名
再生ダム
型式

ダム再生の様式

表－2 既存資料の種類 

 

G 重力式コンクリート
G+R 重力式コンクリート+ロックフィル複合
E アース

番号 既存資料 内容の例
① 地質関連図面 地質図・岩級区分図等
② 掘削面写真 写真等
③ ボーリング資料 柱状図等
④ 横坑資料 壁面スケッチ等
⑤ せん断試験資料 試験結果・試験面スケッチ等
⑥ 物理探査資料 弾性波速度断面図等
⑦ 岩盤分類資料 区分基準等
⑧ 設計図面 掘削形状等
⑨ 基礎処理資料 実績図等

表－3 文献等の種類 

 記号 文献等の種類
A 地質調査関連報告書
B 工事誌
C 施工時記録写真
D 岩盤検査資料
E 竣工図
F 施工記録
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（3）既存資料の利用状況と参照した文献等 

収集した 17 事例について、既存資料の利用状況と

参照した文献等を表－4 に示す．なお，表－4 の空欄部

分は資料が残っていない場合に加え資料が残っていた

としても利用していない場合も含まれる． 

（4）既存資料の残存状況 

既存ダムの竣工が 1900 年前後（明治ごろ）の古いダ

ムは，既存資料が全く残っていない．竣工が 1960 年以

前（昭和 35 年以前）のダムは，掘削面写真と設計図面

は比較的残っているものの，ボーリング資料，横坑資

料，せん断試験資料，物理探査資料および岩盤分類資

料はほとんど残っていない．一方で，竣工が 1960 年以

降は既存資料が比較的多く残るダムが多い． 

（5）利用した既存資料と参照された文献等との関係 

 地質関連図面は，地質調査関連報告書（以降，報告

書と呼称），工事誌から取得，利用されることが多い．

また，地質関連図面は，岩盤検査資料や施工記録から

取得されている場合もある．掘削面写真は，ほとんど

の事例で工事記録写真から取得されているが，報告書

や工事誌から取得されている場合もある．ボーリング

資料，横坑資料，せん断試験資料，物理探査資料およ

び岩盤分類資料は，ほとんどが報告書から引用されて

いる．設計図面は，工事誌と竣工図から取得されてい

ることが多い．基礎処理資料は，施工記録や工事誌か

ら取得されている． 

 

4．考察 

 表－4 によると，地質関連図面は報告書から取得さ

れて利用されることが多い．これは，地質関連図面に

関しては報告書が内容的に最も情報量が多い資料であ

ることを示唆していると考えられる。さらに，ボーリ

ング資料，横坑資料，せん断試験資料，物理探査資料

および岩盤分類資料に関しても多くが報告書から取得

されている。したがって，ダム再生事業では報告書の

収集が最も有効といえる．また，表－4 から掘削面写

真に関する情報量が多い文献は施工時記録写真，ダム

構造に関しては工事誌や竣工図，基礎処理に関する情

報量が多い文献は工事誌や施工記録であることが示唆

される．ただし，既存ダムの竣工が 1960 年以前の場合

は，報告書が残っていないことが多く，工事記録写真

や竣工図などの他の種類の文献等が利用されていると

考えられる． 

 

5．まとめ 

 ダム本体の改造を伴うダム再生事業の地質解析にお

いて，既存ダムが建設された年代が古いほど利用でき

る既存資料が少なく，種類も限られる傾向があること

が分かった．また，地質関連図面やボーリング資料な

どの基礎岩盤の性状や分布に関する情報量が多い文献

は報告書，掘削面写真に関しては施工時記録写真，ダ

ム構造に関しては工事誌や竣工図，基礎処理に関して

は工事誌や施工記録であると考えられる．したがって，

既存ダムの基礎岩盤の評価（地質解析）を行う際には，

これらの文献等の有無をまず確認する必要がある． 
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表－4 利用された既存資料と参照された文献等の関係 

 

A 地質調査関連報告書
B 工事誌
C 施工時記録写真
D 岩盤検査資料
E 竣工図
F 施工記録

利用された資料が収めら
れていた文献等

地質関連
図面

掘削面写
真

ボーリン
グ資料

横坑資料
せん断試
験資料

物理探査
資料

岩盤分類
資料

設計図面
基礎処理
資料

No.1 1891 0

No.2 1903 0

No.3 1943 C E 2

No.4 1952 AC E 2

No.5 1955 E 1

No.6 1955 C F F 3

No.7 1955 F F E F 4

No.8 1957 BD C BE F 4

No.9 1962 AF C E 3

No.10 1964 ABD AC A A B A BE F 8

No.11 1965 A C A A E 5

No.12 1968 B BC B B B 5

No.13 1973 AD C A A A F 6

No.14 1976 AB A A A B B B 7

No.15 1978 AB CD A A A A A B B 9

No.16 1984 ABDF C A A A BE BF 7

No.17 1995 C A E 3

10 12 7 6 4 2 5 15 8合計

地質解析に利用した既存資料

合計ダム名
既存ダム
竣工年
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